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Kalthoff et al. (1982)とYajima(l985)は、ユスリカ遠心卵の前端または後端を UV照射することにより、遠

心分離のみより予想される発生援(正常・双頭・双腹苦手形等)が変更されることを示した。さらにYajima'土、ぞ

れらの途心卵のUV照射後に蛍光灯下で光回復処理を行なったが、 i玄心後30一部分にUV処理をした?襲警は沼
復せず、遠心後120分以降のむV効予裂は密復することを示した。

ところで、 Yajima(l985)の遠心卵へのUV処潔は、 253.7nmを主波長とする殺菌灯で行なっているので、今回、

われわれは日本分光社製の閥抗格子照射分光器を舟用い単波長UV照射を行なうことで作用スペクトルを作成し、

そのUV効果襟約の手絞りを得る研究を行なったので報告する。

遠心分離は、ヒシモンユスリカ Chironomussamoensis著書の2極線総類に行い、約2，500gで、5分間処穫した。

これらの内、若手形出税率の高い前方遠心卵(卵育tr1Jに遠心した)のみについて、遠心後30分および150分の粧につ
いて上自己の照射分光装置で、UV照射を行なった。

結男宅;土、遠心後30分と150分のsfへの熊射でほぼ間じような傾向が見られたが、繍かい点;においては以下のよ
うに潟熊射持綴の跨ぐ差が見られた:(1) 30分後照射の方が150分後照射の場合より非分化妊のお現頻度が高

い。 (2)双頭奇形出現頻度はむVff字、射実験区の1Jが遠心対照sより高く、それは特¥こ翠い波長で呂立つ 30

分後照射で逆転sfがわずかながら対照区より増加した。 (4)30分後.150分後どちらも300nmと310nmでは、奇
芳三等の出現E容が遠心のふとほとんど変わらず、紫外線の効果があまり克られなかった。 (5)250品加では双頭若手

形が、 280nmで、は非分化蕊がそれぞれ増加している。 (6)光!さi復効莱は30分後熊喜'ln亙ではほとんど見られず、
主に150分後照射Hf!こ見られ、そのやでも270nmと280nmで有主主主主がえられたの
以上のことから、紫外線の効果は250-290nmにあることが分かつた。また、 250nmと280nmとでは出現する

奇形のタイプに差がえられた。

これらの結果を1985年のYajimaの報告と比較すると、 Yajimaの場合は途心分離で正常膝が多く得られる時

はむV煎射後双緩苦手形が、双頭奇形が多く得られる持は逆転粧が多く出現した。また、上記のように、これら

の早い時期でのUV処塑効果は光閥復せず、遅い時期て、のUV傷害は回復した。しかし、今回の我々の災級で

はこのような結果が兇られず¥遂に双頭奇形が緩い波長でi討議える傾向にあった。

これらの違いは、使用した卵の状態の義一例えば飼育条件一、単波長照射装還を使ったこと、あるいは照射

免震に違いがあり、 Yajimaが双音質奇形お茨効果ありとした透務綴抱f壌が直接UV'j'tにi察された結果によるのか

もしれない。この点については今後の研究で確認してみたい。

* Abstr設ctof paper read atthe 27th AnnuaI Meeting of Arthropodan Embryological Society of Japan， May 
31--June 1， 1991 (Hinum註， Ibarakiト
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